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80cm の多年草で，葉は長さ約 10cm，3 〜 5 枚輪生し，線状披針形で無柄，上部の葉は先端が鍵
















と う き ば い も く じ ん が ん り ょ う
帰貝母苦参丸料などの漢方処方に用いられます。成分としては，鱗茎にステロイドアル




せ つ ば い も
貝母，川
せ ん ば い も
貝母などとよばれ，そのうちアミガサユリを基原とするものは浙貝母
アミガサユリ Fritillaria thunbergii Miq.











　有名な高山植物にクロユリ F. camschatcensis がありますが，アミガサユリと同属です。クロユリ
は不吉な花とされていますが，クロユリにまつわる「黒百合伝説」を一つ紹介しますと，戦国（安
土桃山時代）の武将，佐々成政〔（1536 年（1539 年説あり）〜 1588 年〕には「早百合（さゆり）」
写真４　生薬：バイモ（貝母）
図 1　成分の構造式
246   New Food Industry（New Food Indust.） 2019  Vol.61  No.3
野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
と言う美しい側室がいたとされ，成政はこの早百合を深く寵愛していました。それが嫉妬を招き，
ある時，「早百合のお腹の中にいる子どもは成政の子ではない」と言う噂が流れ，成政はこれを聞い
て大いに怒り，早百合を神通川の川沿で殺してしまったそうです。早百合は死ぬとき，「己成政，此
の身は此処に斬罪せらるる共，怨恨は悪鬼と成り数年ならずして，汝が子孫を殺し尽し家名断絶せ
しむべし」と叫び，また，「立山に黒百合の花が咲いたら，佐々家は滅亡するであろう」と呪いの言
葉を残して死んだとも言います。今も富山県富山市磯部町には，佐々成政の愛妾・早百合が榎
えのき
の下
で斬られたと伝わる場所近くに，「早百合観音祠堂」や「磯部さくら」の碑があり，また、富山市五
福の「呉服山長光寺」には早百合の家系の墓もあります。
